
「ICT活用の特性・強み」 を知ろう（第1回/全5回）

研修の主な内容・流れ 研修を進める際の手立てと工夫

○ 「新学習指導要領とGIGAスクール構想の
関係」を確認する。（３分）

○ 「教育・学習におけるICT活用の特性・
強み」を見て、ICT活用のイメージをつかむ。

（14分）

○ 研修のまとめを行う。（３分）

StuDX Styleを活用したミニ研修例

「各自で資料1を読んで、資料のポイントについて
確認しましょう。」

「資料2を見て、ICT活用の特性・強みによってどのよう
な学習活動が可能となるか、互いに意見交換しましょ
う。」
※聞きなれない言葉を解説したり、具体的な授業場
面の一例を紹介したりする等、ICTの活用が苦手な
方も含めた全員が参加しやすいように、参加者の実
態に合わせた設定を工夫しましょう。

※意見交換は、模造紙・ホワイトボードの活用や、
クラウドを活用した共同編集で行うこともできます。

「例えば、①の特性を生かすならウェブブラウザのキーワード
検索、②の強みを生かすなら理科の学習で植物の観察
記録ができますね。」

「③ の強みを生かすなら共同編集が当てはまりますね。こ
れは校務でも活用できそうです。」

【ポイント】
ICT活用においては、活用することそのものが目的と

ならないようにすることが大切です。
そのためには、GIGAスクール構想が、学習指導要
領の趣旨を実現するための基盤となるものであること
を理解する必要があります。
このポイントについては、今後、研修を続けていく上で
何度も立ち返るようにしましょう。

【ポイント】
①GIGAスクール構想は、学習指導要領の趣旨を実現す
るための基盤となるもの。

②教育・学習におけるICT活用の特性・強みを生かし、資
質・能力の育成を目指すことが大切。

この２点について全員で共通認識をもち、「ICT活用の特
性・強み」について具体的に考える展開につなげられるように
しましょう。

○ 資料1
（新学習指導要領とGIGAスクール構想の関係）
○ 資料2
（教育・学習におけるICT活用の特性・強み）
○ ワークシートイメージ1

準備物・資料
GIGAスクール構想の趣旨や、ICTを活用する

目的・必要性などについて理解する。

研修のゴール

20分程度／1グループ4名程度
所要時間の目安／1グループの目安人数

流れ（イメージ）

資料１

資料２

スタディーエックス スタイル

研修担当者

参加者A

研修担当者

参加者B

文部科学省StuDXStyleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

https://www.mext.go.jp/studxstyle/


StuDX Styleのウェブサイトを見てみよう（第2回/全5回）

研修の主な内容・流れ 研修を進める際の手立てと工夫

○「特設ウェブサイト『StuDX Style』について」
の資料を見て、概要をつかむ。（３分）

○各自のICT端末等で、StuDX Styleを閲覧
し、各ページの内容からイメージした活用場
面や取組について交流する。（14分）

○ 研修のまとめを行う。（３分）

StuDX Styleを活用したミニ研修例

「各自で資料3を見て、StuDX Styleに掲
載されている事例や情報の中で、特に興
味をもったものについて、互いに意見交換
しましょう。」

「StuDX Styleには、全国の学校や自治
体のいろいろな実践事例が掲載されている
のですね。」

「まずは、私はGIGAに慣れる活用事例か
ら見てみようと思います。どんな事例が掲載
されているか楽しみです。」

【ポイント】
StuDX Styleでは、慣れる・つながる活用事例

や各教科等での活用事例、STEAM教育等の取
組事例、各OS事業者のウェブサイト紹介や特集
ぺージ等、様々な情報について発信されており、
毎月2回程度の頻度で更新もされています。
定期的にStuDX Styleを参照し、取組を進め

る際の参考としましょう。

「各自のICT端末等で、StuDX Styleの
『慣れる・つながる』を見てみましょう。その
上で、今後に向けて参考になりそうな事
例や、各自がイメージした活用事例・取
組などについて、互いに意見交換しましょ
う。」

「GIGAに慣れる活用事例では、すぐにでき
そうな事例がたくさんありました。まずは、学
習環境づくりから始めようと思います。」

「『職員同士でつながる』活用事例では、職
員会議や研修についての事例が多く掲載
されています。」

StuDX Styleを実際に見て、掲載されている
内容をつかみ、ICT活用のイメージをもつ。

研修のゴール

20分程度／1グループ4名程度
所要時間の目安／1グループの目安人数

○ 資料3
（特設ウェブサイト『StuDX Style』について）
○ ワークシートイメージ2
○ ICT端末等

準備物・資料

流れ（イメージ）

「慣れる・つながる活用事例一括ダウンロード版」はこちら

資料３

スタディーエックス スタイル

「GIGA StuDX メールマガジン」の配信

文部科学省では、「GIGA StuDXメールマガジン」
として、学習指導等における1人1台端末の
活用について、学校で役に立つ情報をお届
けしています。この機会に登録してみましょう。

研修担当者

研修担当者

参加者A

参加者B

参加者C

参加者B

https://www.mext.go.jp/content/20220311-
mext_kyoiku01-000021096_1.pdf

文部科学省StuDXStyleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_01.pdf
https://www.mext.go.jp/magazine/index.htm#005
https://www.mext.go.jp/content/20220311-mext_kyoiku01-000021096_1.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/


実践できそうな事例を選び、実践の見通しをもとう（第3回/全5回）

研修の主な内容・流れ 研修を進める際の手立てと工夫

○ 「慣れる・つながる事例一覧」「“すぐにでも”
“どの教科でも”“誰でも”活かせる1人1台端
末の活用シーン」等の資料を参考に、実践で
きそうな事例を選び、どのような形で実践でき
そうか交流する。（17分）

○ 研修のまとめを行う。（３分）

StuDX Styleを活用したミニ研修例

「各自で資料4や資料5を見て、実践できそ
そうな事例について、互いに意見交換しま
しょう。」

「1-⑥ 『短時間の積み重ねでスキルアップ』
の事例を参考に、朝の時間にキーボード入
力の練習をしてみようと思います。」

「2-⑦ 『連絡帳を書こう』の事例のように、
クラウド上の掲示板を活用するのも効果的
ですね。」

「実践していく上で、子供の実態に合わせて
アレンジしたり工夫したりする点について、意
見交換しましょう。」

「私はキーボード入力の練習を年度初めに
集中して行ったので、その後の活用が進み
ました。おすすめのやり方です。」

「低学年は写真に撮って、高学年は文字で
入力して、学習支援ツールに保存すること
で、時間を削減することができますね。」

【ポイント】
前回の研修ではStuDX Styleの全体像をつかみ
ました。その次の段階としては、掲載されている事例
等を参考に、実際の活用に向けての見通しやイメ
ージをもつことが重要です。
今回の研修では「慣れる・つながる活用事例」を
参考にしてきましたが、他にも、各教科等の事例や
特集ページの内容を参考にするなど、今後の取組
につなげていきましょう。

StuDX Styleの掲載事例を参考にして、活用
の第一歩を踏み出す機会とする。

研修のゴール

20分程度／1グループ4名程度

所要時間の目安／1グループの目安人数

○ 資料4（慣れる・つながる事例一覧）
○ 資料5（“すぐにでも” “どの教科でも” “誰でも”

活かせる1人1台端末の活用シーン）
○ ワークシートイメージ3

準備物・資料

流れ（イメージ）

資料４

資料５

スタディーエックス スタイル

研修担当者

研修担当者

参加者A

参加者B

参加者B

参加者C

文部科学省StuDXStyleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

https://www.mext.go.jp/content/20220304-mext_kyoiku01-000016972_1_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_03.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/


授業等におけるICT活用についてのイメージをつかもう（第4回/全5回）

研修の主な内容・流れ 研修を進める際の手立てと工夫

○「『1コマの授業の流れ』を意識した1人1台端
末の活用シーン」を見て、授業におけるICT
活用のイメージをつかみ、互いに交流する。
（３分）

○StuDX Style「各教科等における1人1台
端末の活用」のページを見て、各教科での活
用について考えを交流する。（14分）

○ 研修のまとめを行う。（３分）

StuDX Styleを活用したミニ研修例

【ポイント】
「めあて/個人/ペア・グループ/まとめ/振り返り」等
の授業における活用シーンに着目して整理すると、
特定の教科や単元の内容に関わらず、教科横断
的、汎用的かつ日常的に活用することができます。

「各自で資料6を見て、めあて、個人等の授
授業における活用シーンに着目し、資料の
ポイントや感じたことについて、互いに意見
交換しましょう。」
「1コマの授業の流れに着目すると、国語や
算数など、どの教科でも活用できそうな事
例があることに気付きますね。」

「各自のICT端末で、StuDX Styleを開き、
『各教科等における1人1台端末の活用』
のページを分担して見てみましょう。その後、
掲載されている事例の中で、今後の参考
になりそうな事例を交流しましょう。」

【ポイント】
ICT端末の実際の活用に向けた見通しをもった

後は、各教科等での授業における活用イメージをも
つことが大切です。今回の研修では、授業の場面
や活用シーンに着目して整理していく場合と、各教
科等から事例を見ていく場合について学びました。
次はいよいよ実践に向けて取り組みましょう。

「各教科の特質に応じたICTの活用の仕方
について分かりやすくまとめられていますね。」

「教科ごとに解説動画もあって、イメージし
やすいです。今後も学年会等で視聴する
と、イメージを共有しやすいですね。」

授業等におけるICT活用について、各自が実践
につなげるようにイメージをつかむ。

研修のゴール

20分程度／1グループ4名程度
所要時間の目安／1グループの目安人数

○ 資料6（「1コマの授業の流れ」を意識した1人
1台端末の活用シーン）

○ ワークシートイメージ4
○ ICT端末等

準備物・資料

流れ（イメージ）

資料６

スタディーエックス スタイル

研修担当者

研修担当者

参加者A

参加者B

参加者C

文部科学省StuDXStyleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

https://www.mext.go.jp/studxstyle/index2.html
https://www.mext.go.jp/content/20220113-mext_kyoiku01-000016972_04.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/


各自の実践事例を持ち寄り今後につなげよう（第5回/全5回）

研修の主な内容・流れ 研修を進める際の手立てと工夫

○ 各自の実践事例を持ち寄り、実践してみて
の感想や気付いたこと等について交流する。
（１０分）

○ これまで参考にしてきた資料等を見返し、
今後につなげる。（７分）

○ 今回の研修のまとめを行う。（３分）

StuDX Styleを活用したミニ研修例

【ポイント】
各自が実践した事例を持ち寄り、実践の感想や
互いの気付きを交流することが取組の推進につなが
ります。今回の研修で終わりとするのではなく、子供
の実態に合わせて研修内容をアレンジし、今後も随
時改善を図っていくことが大切です。ICTの効果的
な活用に向けて継続的に取り組んでいきましょう。

【ポイント】
「各自の実践が、児童生徒の資質・能力の育成に
つながっているか」「ICT端末を活用すること自体が
目的となってはいないか」などの視点で振り返ること
が大切です。

「各自の実践事例について互いに紹介しま
しょう。取組に加えて、子供たちの反応や実
践してみて感じたことも交流しましょう。」

「第1回の研修の際に見た資料を、改めて
今回の実践と結び付けて確認してみましょ
う。その上で気付いたことがあれば、意見
交換しましょう。」

「みんなの実践で共通していることは、子供
たちの反応が良かった点ですね。」

「初めて授業でICTを使ってみましたが、う
まくいかなかったところは子供たちが互いに
声をかけながら進めてくれました。」

「各自が実践した上で改めて資料1を見て
みると、ICT活用の目的やGIGAスクール
構想の趣旨を意識することができますね。」

各自の実践事例を持ち寄り互いに交流し、より
良いICT活用の仕方を見いだす。

研修のゴール

20分程度／1グループ4名程度
所要時間の目安／1グループの目安人数

○ 各自の実践事例の分かる資料等
○ 資料1
（新学習指導要領とGIGAスクール構想の関係）
○ ワークシートイメージ5

準備物・資料

文部科学省では、「GIGA StuDXメールマガジン」
として、学習指導等における1人1台端末の
活用について、学校で役に立つ情報をお届
けしています。この機会に登録してみましょう。

「GIGA StuDX メールマガジン」の配信

流れ（イメージ）

資料１

スタディーエックス スタイル

研修担当者

研修担当者

参加者A

参加者B

参加者C

文部科学省StuDXStyleウェブサイト URL：https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年４月）

https://www.mext.go.jp/magazine/index.htm#005
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
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